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一

｢探
偵
小
説
」
と
「
推
理
小
説
」

九
鬼
紫
郎
『
探
偵
小
説
百
科
』（
金
園
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
拠
れ
ば
、「
探
偵
小
説
」
と
い
う
用
語
は
、
黒
岩
涙
香
・
丸
亭
素
人
共

訳
『
美
人
の
獄
』
が
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
単
行
本
に
な
っ
た
時
に
「
探
偵
小
説
」
と
銘
う
た
れ
た
の
が
、
そ
の
は
じ
ま
り
で

あ
る
と
い
う
（
一
四
九
頁
）。
ま
た
、
九
鬼
同
書
に
拠
れ
ば
、「
推
理
小
説
」
と
い
う
用
語
は
、
木
々
高
太
郎
が
、
雄
鶏
社
か
ら
内
外
探
偵

小
説
全
集
の
監
修
を
依
頼
さ
れ
た
機
会
に
、「
推
理
と
思
索
を
基
調
と
し
た
小
説
で
、
探
偵
小
説
も
こ
れ
に
含
む
」
も
の
と
し
て
「
推
理

小
説
」
を
提
唱
し
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
七
月
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
雄
鶏
社
の
「
推
理
小
説
叢
書
」
に
「
推
理
」
と
い
う
名
称

を
冠
し
た
の
が
、
そ
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
い
う
（
四
三
一
頁
・
五
〇
四
頁
）。
そ
の
後
、「
東
京
創
元
社
が
、
昭
和
三
一
年
一
〇マ

マ

月
（
一

月
の
誤
り
。
佐
立
注
。）
か
ら
「
世
界
推
理
小
説
全
集
」
八
〇
巻
を
刊
行
す
る
に
お
よ
び
、
各
社
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
全
集
・
叢
書
の
類

に
「
推
理
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）
三
八
年
に
な
る
と
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
が
解
消
し
、
社
団
法
人
日
本
推
理
作
家

協
会
が
誕
生
し
た
。」（
同
上
書
四
三
二
頁
。
な
お
同
書
巻
末
の
年
表
を
参
照
。）

中
島
河
太
郎
『
探
偵
小
説
辞
典
』（
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
八
年
。
初
出
は
一
九
五
二
年
か
ら
五
七
年
。）
は
「
推
理
小
説
と
い
う
語
は

昭
和
二
十
一
年
の
始
め
頃
か
ら
使
用
さ
れ
、
同
年
十
一
月
、
当
用
漢
字
表
が
告
示
さ
れ
「
偵
」
が
そ
の
表
に
洩
れ
た
た
め
、
一
段
と
流
布

す
る
に
至
っ
た
が
（
原
注
。
現
在
は
追
加
さ
れ
復
活
し
た
）、
探
偵
小
説
の
同
義
語
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。」（
二
一
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

雄
鶏
社
の
「
推
理
小
説
叢
書
」
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
昭
和
二
十
一
年
七
月
か
ら
四
ヶ
月
後
の
同
年
十
一
月
に
内
閣
告
示
第
三
十
二
号
と
し

て
発
表
さ
れ
た
千
八
百
五
十
字
の
当
用
漢
字
表
の
中
に
「
偵
」
字
は
な
か
っ
た
が
、
東
京
創
元
社
の
「
世
界
推
理
小
説
全
集
」
の
刊
行
が

始
ま
っ
た
昭
和
三
十
一
年
一
月
よ
り
も
前
の
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
国
語
審
議
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
補
正
漢
字
二
十
八
字
の
中
に
は

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て

三
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「
偵
」
字
が
含
ま
れ
て
い
る
（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
索
引
、
大
修
館
書
店
）。
九
鬼
前
掲
著
書
の
巻
末
の
年
表
を
見
る
限
り
、
当

用
漢
字
表
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
か
ら
、
補
正
漢
字
が
報
告
さ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
三
月
ま
で
、
即
ち
当
用
漢
字
の
中
に

「
偵
」
字
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
や
叢
書
は
、「
探
偵
」
を
冠
す
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、「
推
理
」
と
銘
う
つ

も
の
は
な
く
、「
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
」
が
成
立
し
た
の
も
昭
和
二
十
二
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
当
用
漢
字
表
か
ら
「
偵
」
字
が
洩
れ
た
た

め
に
「
推
理
小
説
」
と
い
う
語
が
一
段
と
流
布
す
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
中
島
説
は
疑
わ
し
い
。

本
稿
で
は
、「
探
偵
小
説
」
と
「
推
理
小
説
」
と
を
同
じ
意
味
に
受
け
取
っ
た
上
で
、「
探
偵
小
説
」
の
語
を
用
い
る
。
次
節
で
説
明
す

る
定
義
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
「
探
偵
小
説
」
の
方
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二

探
偵
小
説
の
定
義

江
戸
川
乱
歩
は
『
鬼
の
言
葉
』（『
全
集
』
第
二
十
五
巻
所
収
、
光
文
社
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
は
昭
和
十
一
年
。
以
下
、
江
戸
川

乱
歩
の
著
作
の
書
誌
情
報
は
『
全
集
』
の
新
保
博
久
「
解
題
」
に
依
っ
た
。）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
探
偵
小
説
の
範
囲
と
種
類
」（
初
出

は
昭
和
十
年
。）
と
い
う
論
文
の
中
で
、「
探
偵
小
説
と
は
難
解
な
秘
密
が
多
か
れ
少
な
か
れ
論
理
的
に
徐
々
に
解
か
れ
て
行
く
経
路
の
面

白
さ
を
主
眼
と
す
る
文
学
で
あ
る
。」（
四
十
頁
）
と
探
偵
小
説
を
定
義
し
た
上
で
、「
そ
こ
に
は
小
説
の
全
体
を
一
貫
し
て
何
ら
か
の
秘

密
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
犯
人
が
誰
か
と
い
う
秘
密
で
も
い
い
。
犯
罪
手
段
の
秘
密
で
も
い
い
。
又
犯
罪
に
は
少
し
も
関
係
の
な
い
秘

密
で
あ
っ
て
も
差
支
な
い
。
探
偵
小
説
は
多
く
の
場
合
犯
罪
小
説
の
形
を
取
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
必
然
の
条
件
で
は
な
い
。」（
四
十
一

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
が
「
探
偵
小
説
の
定
義
と
類
別
」
と
改
題
さ
れ
て
『
随
筆
探
偵
小
説
』（
清
流
社
、
昭
和
二

十
二
年
）
に
再
録
さ
れ
た
際
に
加
え
ら
れ
た
「
追
記
」（
前
掲
『
全
集
』
第
二
十
五
巻
所
収
）
で
は
、「
現
実
の
探
偵
小
説
史
を
振
返
っ
て

関
法
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見
る
と
、
犯
罪
の
な
い
探
偵
小
説
は
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
の
だ
し
、（
中
略
）
や
は
り
現
実
に
即
し
て
定
義
の
中
に
も
「
犯
罪
」
の
条
件

を
入
れ
る
方
が
よ
い
よ
う
に
、
今
日
で
は
考
え
て
い
る
。」（
五
一
七
頁
）
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
・
Ａ
・
ポ
ー
の
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
が
探
偵
小
説
の
元
祖
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、「
マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ェ
の
謎
」「
盗
ま

れ
た
手
紙
」
が
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
デ
ュ
パ
ン
を
探
偵
役
と
す
る
そ
の
続
篇
で
あ
る
か
ら
に
は
、
探
偵
小
説
の
定
義
は
、
ポ
ー
の
こ
の
三

つ
の
作
品
か
ら
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
江
戸
川
乱
歩
が
用
い
て
い
る
「
秘
密
」
と
い
う
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
探

偵
小
説
で
解
か
れ
る
べ
き
秘
密
は
、
乱
歩
が
定
義
し
直
し
た
よ
う
に
、
犯
罪
に
ま
つ
わ
る
秘
密
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
犯

罪
に
ま
つ
わ
る
秘
密
と
は
、
犯
罪
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
と
い
う
秘
密
と
犯
人
は
誰
か
と
い
う
秘
密
と
の
両
方
で
あ
る
。「
盗

ま
れ
た
手
紙
」
で
も
、
犯
人
は
は
じ
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
と
は
言
え
、
証
拠
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
盗
ま
れ
た
手
紙
が
ど
の
よ
う

に
し
て
隠
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
秘
密
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
紙
を
盗
ん
だ
犯
人
を
確
定
す
る
こ
と
、
即
ち
犯
人
は
誰
か
と
い
う
秘

密
を
解
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

｢マ
リ
ー
・
ロ
ジ
ェ
の
謎
」
で
は
、
デ
ュ
パ
ン
は
新
聞
記
事
に
依
拠
し
て
秘
密
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
探
偵
者
が
知
る
こ
と
が

で
き
た
手
掛
か
り
は
す
べ
て
、
あ
ら
か
じ
め
読
者
に
開
示
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
で

は
、
デ
ュ
パ
ン
が
知
る
こ
と
が
で
き
た
手
掛
か
り
は
、
新
聞
記
事
以
外
は
読
者
に
あ
ら
か
じ
め
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
盗
ま
れ
た
手
紙
」

で
は
、
犯
人
と
思
わ
れ
る
者
の
邸
宅
を
警
察
が
徹
底
的
に
捜
索
し
て
も
手
紙
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
以
外
に
、
手
掛
か
り
が

読
者
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
ポ
ー
の
探
偵
小
説
に
は
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
の
規
則
は
存
在
し
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
ポ
ー
の
こ
の
三
作
品
で
は
、
犯
罪
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
、
犯
人
は
誰
か
と
い
う
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
三
作
品
か
ら
、
探
偵
小
説
の
次
の
よ
う
な
定
義
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
探
偵
小
説
と
は
、

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て

五

(五
二
〇
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犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
を
探
偵
者
が
論
理
的
に
解
く
物
語
で
あ
る
。

ポ
ー
の
「
黄
金
虫
」
及
び
「「
お
前
が
犯
人
だ
」」
が
探
偵
小
説
で
あ
る
か
否
か
の
議
論
が
あ
る
が
、「
黄
金
虫
」
で
は
、
暗
号
を
論
理

的
に
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
賊
行
為
に
よ
っ
て
得
た
財
宝
を
ど
こ
に
隠
し
た
か
と
い
う
秘
密
（
犯
罪
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

た
か
と
い
う
秘
密
に
含
ま
れ
る
。）
が
解
か
れ
、
誰
が
財
宝
を
隠
し
た
か
（
財
宝
を
奪
っ
た
犯
人
は
誰
か
）
と
い
う
秘
密
が
解
か
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、「
黄
金
虫
」
は
探
偵
小
説
で
あ
る
。「「
お
前
が
犯
人
だ
」」
で
は
、
探
偵
者
が
知
る
こ
と
が
で
き
た
手
掛
か
り
が
、
あ
ら
か

じ
め
読
者
に
全
く
開
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
る

か
ら
、「「
お
前
が
犯
人
だ
」」
も
探
偵
小
説
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
定
義
し
た
小
説
を
本
稿
で
は
な
ぜ
「
推
理
小
説
」
と
呼
ば
ず
に
「
探
偵
小
説
」
と
呼
ぶ
か
と
言
え
ば
、
犯
罪
に
ま
つ
わ

る
秘
密
を
解
く
者
及
び
行
為
は
「
探
偵
」
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
探
偵
行
為
の
中
に
は
当
然
、
推
理
活
動
が
含
ま
れ
る
の
に
対

し
、
推
理
す
る
対
象
は
犯
罪
に
ま
つ
わ
る
秘
密
に
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三

探
偵
小
説
の
「
起
源
」
に
つ
い
て

探
偵
小
説
を
、
犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
を
探
偵
者
が
論
理
的
に
解
く
物
語
で
あ
る
、
と
定
義
す
る
な
ら

ば
、
従
来
、
探
偵
小
説
評
論
家
が
探
偵
小
説
の
「
起
源
」
と
し
て
挙
げ
た
、
西
洋
の
古
代
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
物
語
の
ほ
と
ん
ど
全
て

が
、
探
偵
小
説
の
「
起
源
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
前
に
、「
起
源
」
と
い
う
言

葉
の
本
稿
で
の
使
い
方
を
決
め
て
お
く
。

一
八
四
一
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
が
探
偵
小
説
の
「
元
祖
」
で
あ
る
、
と
言
う
と
き
の
「
元
祖
」
は
、
後
の
作

関
法
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家
が
探
偵
小
説
の
模
範
と
し
た
作
品
の
う
ち
、
最
も
古
い
作
品
と
い
う
意
味
で
使
う
。
ド
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ズ
物
語
も
模
範
で
は
あ
る
が
、

最
も
古
い
作
品
で
は
な
い
か
ら
「
元
祖
」
で
は
な
い
。
探
偵
小
説
の
「
元
祖
」
で
あ
る
作
品
を
書
い
た
人
が
探
偵
小
説
の
「
創
始
者
」

「
発
明
者
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。「
元
祖
」
で
あ
る
作
品
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
模
範
と
な
っ
た
作
品
、
あ
る
い
は
作
品
群
が
「
起

源
」
で
あ
る
。「
起
源
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
そ
の
作
品
は
、
た
と
え
幼
稚
で
あ
っ
て
も
、
上
記
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
元
祖
」
よ
り
も
古
く
、
上
記
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
作
品
で
あ
っ
て
も
、「
元
祖
」
に
影
響
を
与
え
る
機
会
が
な
か
っ
た

作
品
を
「
先
駆
け
」
と
呼
ぶ
。「
起
源
」
で
あ
る
作
品
を
書
い
た
人
が
探
偵
小
説
の
「
創
始
者
」「
発
明
者
」
で
あ
る
。「
先
駆
け
」
で
あ

る
作
品
を
書
い
た
人
は
「
先
駆
者
」
と
呼
ぶ
。

探
偵
小
説
の
「
起
源
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
物
語
の
う
ち
、
例
え
ば
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
『
歴
史
』（
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、

上
巻
、
一
九
九
八
年
。
二
三
五
頁
か
ら
九
頁
）
巻
二
に
記
さ
れ
て
い
る
、
ラ
ン
プ
シ
ニ
ト
ス
王
の
財
宝
を
、
財
宝
庫
を
建
て
た
大
工
の
二

人
の
息
子
が
盗
ん
だ
話
で
は
、
抜
け
穴
の
ト
リ
ッ
ク
、
首
を
切
り
落
と
し
て
身
元
を
隠
す
ト
リ
ッ
ク
が
出
て
く
る
が
、
犯
罪
を
誰
が
ど
の

よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
な
い
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
ザ
デ
ィ
ー
グ
ま
た
は
運
命
』（
植
田
祐
次
訳

『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
他
五
篇
』
所
収
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。
九
十
七
頁
か
ら
一
〇
三
頁
）
第
三
章
「
犬
と
馬
」
で
は
、
ザ
デ
ィ
ー
グ

が
、
動
物
が
通
っ
た
跡
、
特
に
足
跡
か
ら
王
妃
の
犬
及
び
王
の
馬
の
姿
を
論
理
的
に
推
定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
犯
罪
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。『
ザ
デ
ィ
ー
グ
』
を
探
偵
小
説
の
「
起
源
」
と
す
る
考
え
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
『
娯
楽
と
し
て
の
殺
人
』（
林

峻
一
郎
訳
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
推
理
と
い
う
も
の
は
探
偵
事
件
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
部
分

を
全
体
と
と
り
ち
が
え
た
」（
二
十
四
頁
）
誤
解
で
あ
る
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』（
岡
道
男
・
高
橋
宏
幸
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
。
三
五
九
頁
か
ら
三
六
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四
頁
）
第
八
歌
で
は
、
怪
物
カ
ー
ク
ス
が
ヘ
ル
ク
レ
ス
の
牛
を
盗
む
際
、
牛
の
尾
を
つ
か
ん
で
引
き
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
牛
の
足
跡
を
逆

向
き
に
つ
け
る
、
と
い
う
ト
リ
ッ
ク
が
出
て
く
る
が
、
犯
行
が
ば
れ
た
の
は
、
盗
ま
れ
た
牛
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

ソ
ポ
ク
レ
ス
の
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』（
藤
沢
令
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
八
年
。
七
十
二
頁
か
ら
八
十
一
頁
）
第
二
エ
ペ
イ
ソ
デ
ィ

オ
ン
で
は
、
ラ
イ
オ
ス
王
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
殺
し
た
か
と
い
う
秘
密
が
解
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
イ
オ
カ
ス
テ
妃
の
説
明
と
探

偵
者
で
あ
り
犯
人
で
も
あ
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
の
記
憶
と
が
合
致
し
た
結
果
、
秘
密
が
解
け
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
探
偵
者
が
論
理
的
に
秘

密
を
解
い
た
の
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
探
偵
小
説
の
「
先
駆
け
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
物
語
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。『
旧
約
聖
書
外
典
』「
ダ
ニ
エ
ル
書
補

遺
」
の
「
ベ
ル
と
竜
」
で
は
、
祭
司
た
ち
が
、
ベ
ル
神
の
供
物
台
の
下
の
隠
し
扉
か
ら
入
っ
て
供
え
物
を
飲
み
食
い
し
、
ベ
ル
神
が
供
え

物
を
食
べ
た
と
人
々
を
だ
ま
し
て
い
た
、
と
い
う
秘
密
を
、
灰
を
踏
ん
だ
足
跡
を
証
拠
と
し
て
ダ
ニ
エ
ル
が
解
い
て
い
る
（
新
共
同
訳

『
旧
約
聖
書
続
編
ス
タ
デ
ィ
版
』
日
本
聖
書
協
会
、
二
〇
一
七
年
。
四
六
〇
頁
か
ら
一
頁
）。
犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か

と
い
う
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
ダ
ニ
エ
ル
書
補
遺
」
の
「
ス
ザ
ン
ナ
」
で
も
、
ダ
ニ
エ
ル
は
、

ス
ザ
ン
ナ
の
姦
通
の
現
場
を
見
た
と
証
言
す
る
二
人
の
長
老
を
別
々
に
引
き
離
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
ど
の
木
の
下
で
姦
通
を
見

た
の
か
質
問
し
、
二
人
の
答
え
が
違
っ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
二
人
の
証
言
が
偽
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
同
上
書
、
四
五

三
頁
か
ら
七
頁
）。
こ
こ
で
も
犯
罪
に
ま
つ
わ
る
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
物
語
は
探
偵
小

説
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
物
語
は
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
と
は
プ
ロ
ッ
ト
が
全
く

似
て
い
な
い
か
ら
、
探
偵
小
説
の
起
源
で
は
な
く
、
先
駆
け
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。

ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
『
娯
楽
と
し
て
の
殺
人
』（
前
掲
）
は
、「
比
較
的
に
文
明
が
進
ん
で
い
た
ギ
リ
シ
ャ
や
ヘ
ブ
ラ
イ
時
代
の
謎
物
語
は
、
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近
代
以
前
の
他
の
い
か
な
る
時
代
の
謎
物
語
よ
り
も
、
今
日
の
探
偵
小
説
に
似
て
い
る
」（
二
十
四
頁
）
と
し
な
が
ら
も
、「
探
偵
小
説
そ

の
も
の
は
純
粋
に
近
代
の
産
物
で
あ
る
。
年
代
的
に
も
そ
う
と
し
か
い
え
な
い
。
探
偵
小
説
の
本
質
的
な
テ
ー
マ
は
、
犯
罪
を
専
門
的
に

探
偵
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
明
ら
か
に
探
偵
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
、
探
偵
小
説
と
い
う
も
の
も
あ
り
得
な

か
っ
た
ろ
う
（
中
略
）。
そ
し
て
、
探
偵
と
い
う
も
の
は
、
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」（
二
十
二
頁
か

ら
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
限
り
、「
ベ
ル
と
竜
」
と
「
ス
ザ
ン
ナ
」
と
が
探
偵
小
説
の
先
駆
け
で
あ
る
の
を
除
い
て
、

探
偵
小
説
の
起
源
で
あ
る
作
品
は
、
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
は
「
モ
ル
グ
街

の
殺
人
」
が
「
世
界
最
初
の
探
偵
小
説
で
あ
っ
た
。」（
同
上
書
、
二
十
二
頁
）
と
断
言
し
て
い
る
。「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
は
、
探
偵
小

説
の
元
祖
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
起
源
で
も
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

四

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説

前
節
に
記
し
た
よ
う
に
、
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
は
「
探
偵
と
い
う
も
の
は
、
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
る
。
し
か
し
、
欧
米
で
は
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
国
で
は
探
偵
活
動
を
行
う
公
職
が
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
例

え
ば
宋
代
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
）
の
弓
手
が
そ
れ
で
あ
る
。
弓
手
は
、
犯
罪
者
の
逮
捕
を
掌
る
県
尉
と
い
う
官
に
与
え
ら
れ
た
手
下
で

あ
り
、
民
間
か
ら
徴
発
・
募
集
さ
れ
た
（
前
稿
「
四
人
目
の
盃
―
―
宋
代
の
捕
盗
人
「
弓
手
」
の
活
躍
―
―
」『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
二
〇

〇
四
年
十
一
月
号
掲
載
）。

Ｅ
・
Ｍ
・
ロ
ン
グ
「
犯
罪
と
探
偵
」（
田
中
純
蔵
訳
。
鈴
木
幸
夫
訳
編
、
Ｈ
・
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
編
『
推
理
小
説
の
美
学
』
所
収
、
研
究

社
、
一
九
七
四
年
。
十
一
頁
。
初
出
は
一
九
二
六
年
。）
は
「
人
び
と
が
証
拠
の
何
た
る
か
を
よ
く
知
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
手
続
き
と
は
逮
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捕
・
拷
問
・
自
白
・
死
刑
と
い
う
の
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
探
偵
な
ど
の
出
る
幕
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
そ
の
通

り
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
中
国
に
古
く
か
ら
探
偵
が
存
在
し
た
か
と
言
え
ば
、
旧
中
国
で
は
秦
漢
以
来
、
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
い
て
刑
法
典

が
編
纂
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い
た
。
罪
刑
法
定
主
義
と
は
、
人
民
が
刑
罰
を
避
け
て
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
官
吏
の

横
暴
か
ら
人
民
を
守
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
刑
法
を
制
定
し
て
人
民
に
公
開
す
る
、
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
が
刑
法
を
正
し
く
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
が
刑
法
を
正
し
く
適
用
す
る
た
め
に
は
、
裁
判

官
が
犯
罪
事
実
を
正
確
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
が
犯
罪
事
実
を
正
確
に
知
る
た
め
に
は
証
拠
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

証
拠
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
中
国
に
は
古
く
か
ら
探
偵
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
旧
中
国
の
裁
判
で
は
拷
問
が
行
わ
れ
、
被
告
人
の
自
白
が
求
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
拷
問
は
、
証
拠
を
繰
り
返
し
吟
味
し
た
後

で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
定
め
で
あ
っ
た
（『
唐
律
』
断
獄
律
、
訊
囚
察
辞
理
条
）。
被
告
人
の
自
白
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
犯

罪
事
実
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
犯
人
自
身
で
あ
る
か
ら
、
証
言
と
証
拠
と
に
依
拠
し
て
構
成
さ
れ
た
犯
罪
事
実
に
間
違
い
が
な
い

か
ど
う
か
を
自
白
の
内
容
に
拠
っ
て
確
認
し
て
、
寃
罪
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
自
白
の
内
容
と
証
拠
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
れ
ば
、
嘘
の

自
白
で
あ
る
こ
と
を
疑
っ
て
尋
問
を
や
り
直
す
の
が
、
裁
判
官
の
正
し
い
態
度
で
あ
っ
た
（
前
稿
「
旧
中
国
に
は
裁
判
が
無
か
っ
た
と
い

う
説
に
対
す
る
論
評
」
本
誌
第
六
十
九
巻
第
二
号
掲
載
）。

中
国
に
古
く
か
ら
探
偵
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
探
偵
の
存
在
に
伴
っ
て
、
探
偵
小
説
も
中
国
に
は
古
く
か
ら
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
吉
達
郎
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
と
金
田
一
耕
助
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
。
一
四
〇
頁
）

は
「
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
の
探
偵
小
説
起
源
論
は
、
白
色
人
種
の
常
と
し
て
ア
ジ
ア
を
無
視
し
て
い
る
。（
中
略
）
私
は
、
中
国
が
世
界
に
さ

き
が
け
て
法
律
、
警
察
制
度
の
そ
な
わ
っ
た
文
明
国
家
を
作
り
、
探
偵
小
説
も
そ
の
社
会
に
お
い
て
発
生
し
た
、
探
偵
小
説
の
は
じ
ま
り
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は
中
国
だ
と
い
う
新
説
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
、
実
吉
著
書
が
右
の
よ
う
に
述
べ
る
前

に
、
探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
は
既
に
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
レ
イ
ド
ン
・
ホ
ヴ
ェ
イ
ダ
（
Fereydoun
H
oveyda）
著
・
三
輪
秀
彦
訳
『
推
理
小
説
の
歴
史
は
ア
ル
キ
メ
デ
ス
に
始
ま
る
』（
東

京
創
元
社
、
一
九
八
一
年
。
原
題
H
istoire
du
Rom
an
Policier
一
九
六
五
年
刊
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
公
的
な
真
実
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か
死
な
な
い
も
の
だ
か
ら
、
専
門
家
た
ち
が
い
ま
な
お
涼
し
い
顔
を
し
て
推
理
小
説
の
父
権
を

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
に
与
え
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
西
欧
に
お
い
て
、
し
か
も
十
九
世
紀
に
な
る
ま
で
生
ま
れ
え
な
か
っ
た
と
主
張

し
つ
づ
け
て
い
る
の
を
見
て
も
、
驚
く
べ
き
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
一
人
の
著
名
な
オ
ラ
ン
ダ
の
中
国
学
者
が
こ
の
見
解
に
正
式

の
否
認
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学
者
は
十
八
世
紀
初
頭
の
中
国
の
、
作
者
不
明
の
原
稿
を
発
掘
し
、
そ
れ
に
大
い
に
霊
感
を
え

て
『
デ
ィ
ー
・
グ
ー
ン
・
ア
ン
（
デ
ィ
ー
判
事
が
解
明
し
た
三
件
の
犯
罪
調
査
）』
を
刊
行
し
た
。
デ
ィ
ー
判
事
の
方
法
を
詳
し
く
調
べ

れ
ば
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
と
も
か
く
中
国
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
グ
ー
リ
ッ
ク
は
さ
ら
に
仮
説

を
推
し
す
す
め
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
他
の
多
く
の
《
中シ

国ノ

産ワ

小ズ

装リ

飾
品
》
と
同
時
に
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
西
欧
へ
輸
入
さ
れ
た
と
し

て
い
る
。」（
七
頁
）

「
超
自
然
と
拷
問
の
要
素
を
除
け
ば
、
デ
ィ
ー
判
事
の
捜
査
は
西
欧
小
説
の
い
か
な
る
探
偵
の
捜
査
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
よ
く

似
て
い
る
。『
デ
ィ
ー
・
グ
ー
ン
・
ア
ン
』
中
の
「
毒
殺
さ
れ
た
妻
の
事
件
」
は
、（
中
略
）
海
千
山
千
の
愛
好
家
た
ち
を
も
狂
喜
さ
せ
る

こ
と
だ
ろ
う
。」（
十
頁
）

ヴ
ァ
ン
・
グ
ー
リ
ッ
ク
（
Robert
H
ans
V
an
Gulik一
九
一
〇
～
一
九
六
七
）
が
刊
行
し
た
『
デ
ィ
ー
・
グ
ー
ン
・
ア
ン
』
と
は
、

一
九
四
九
年
に
東
京
で
出
版
さ
れ
た
D
ee
Goong
A
n：
three
m
urder
cases
solved
by
judge
D
ee
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
で

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て

一
一

(五
一
四
)



「
公
案
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
裁
判
小
説
の
一
つ
、『
狄
公
案
』
別
名
『
武
則
天
四
大
奇
案
』
の
英
訳
で
あ
る
。「
毒
殺
さ
れ
た
妻
の
事
件
」

は
、『
狄
公
案
』
全
六
十
四
回
の
う
ち
、
第
十
九
回
か
ら
第
二
十
四
回
ま
で
に
語
ら
れ
て
い
る
話
で
、
次
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。

『
狄
公
案
』
は
時
代
文
芸
出
版
社
刊
『
武
則
天
四
大
奇
案
』
を
見
た
。

新
婦
が
夫
婦
の
寝
室
で
、
茶
壺
か
ら
入
れ
た
茶
を
飲
ん
だ
後
、
腹
痛
を
起
こ
し
死
亡
し
た
。
全
身
が
青
く
腫
れ
、
七
孔
（
耳
・
目
・

鼻
・
口
）
か
ら
流
血
し
て
い
た
。
美
人
と
結
婚
し
た
こ
と
を
羨
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
新
郎
の
友
人
が
毒
殺
の
罪
で
告
訴
さ
れ
た
。
告
訴
を

受
け
た
県
知
事
の
狄
仁
傑
が
現
場
に
赴
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
茶
壺
の
中
に
毒
が
入
っ
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど

も
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
毒
を
入
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
毒
も
、
毒
殺
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
毒
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。

法
廷
で
審
理
し
て
い
た
時
に
茶
碗
を
見
る
と
、
茶
に
灰
が
浮
い
て
い
た
。
こ
の
灰
が
軒
先
か
ら
落
ち
て
き
た
こ
と
を
知
っ
て
、
事
件
の
真

相
を
悟
り
、
現
場
の
家
で
実
験
を
行
っ
た
。
新
婦
が
飲
ん
だ
茶
の
湯
を
沸
か
し
た
焜
炉
を
そ
の
時
と
同
じ
所
に
置
い
て
湯
を
沸
か
し
て
み

る
と
、
焜
炉
の
真
上
に
あ
る
軒
先
か
ら
、
熱
気
に
当
て
ら
れ
た
毒
蛇
が
頭
を
出
し
て
、
焜
炉
の
中
に
よ
だ
れ
を
垂
ら
し
た
の
で
あ
る
。
新

婦
は
誰
か
に
毒
殺
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
蛇
毒
に
あ
た
っ
て
死
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
毒
殺
さ
れ
た
妻
の
事
件
」
で
は
、
犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
が
論
理
的
に
解
か
れ
て
い
る

か
ら
、
こ
の
物
語
は
探
偵
小
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。『
狄
公
案
』
の
こ
の
物
語
に
つ
い
て
、『
宝
石
』
第
五
巻
第
九
号
（
岩
谷

書
店
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
発
行
）
所
載
の
座
談
会
「
中
国
の
探
偵
小
説
を
語
る
」
で
、
グ
ー
リ
ッ
ク
、
江
戸
川
乱
歩
と
中
国
文
学
者
の

辛
島
驍
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
（
一
三
九
頁
か
ら
一
四
〇
頁
）。

江
戸
川

(前
略
）
こ
れ
は
と
も
か
く
十
七
世
紀
で
す
か
ら
ね
。

関
法

第
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三
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辛
島

私
は
西
洋
探
偵
小
説
の
影
響
を
う
け
てマ

マ

た
後
の
作
品
と
み
ま
す
ね
。

江
戸
川

し
か
し
十
七
世
紀
で
し
よ
う
。

辛
島

い
や
…
…
。

グ
ー
リ
ッ
ク

こ
の
写
本
は
十
七
世
紀
ま
た
は
十
八
世
紀
で
す
が
、
筋
は
そ
れ
よ
り
ず
つ
と
古
い
で
す
。
た
と
え
ば
人
の
頭
に
細
い
縫

針
を
い
れ
て
殺
し
た
と
い
う
事
件
は
だ
い
ぶ
古
い
文
献
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

江
戸
川

蛇
が
毒
を
た
ら
す
と
い
う
の
は
僕
の
考
え
で
は
科
学
的
と
は
思
え
な
い
が
、（
中
略
）
ま
あ
認
め
る
と
し
て
も
、
し
か
し
、

こ
れ
は
外
国
と
い
う
感
じ
じ
や
な
い
で
す
よ
。

辛
島

し
か
し
そ
の
物
語
で
、
現
場
に
皆
を
連
れ
て
き
て
、
衆
人
環
視
の
中
で
犯
罪
の
再
現
を
し
て
み
せ
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
ど

う
も
私
の
読
ん
だ
限
り
で
は
中
国
に
な
い
よ
う
で
す
。

江
戸
川

西
洋
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
方
は
十
九
世
紀
末
で
す
か
ら
ね
。

辛
島

で
す
か
ら
こ
れ
（
原
注
。
狄
公
案
）
を
十
九
世
紀
末
の
作
品
と
い
う
の
な
ら
賛
成
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
十
七
世
紀
ま
で
も
つ
て

い
く
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
の
で
す
。

辛
島
氏
は
「
衆
人
環
視
の
中
で
犯
罪
の
再
現
を
し
て
み
せ
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
中
国
に
な
い
」
と
述
べ
る
け
れ
ど
も
、
三
世
紀
の
呉

の
張
挙
が
動
物
実
験
を
行
っ
て
、
焼
け
た
死
体
が
焼
死
体
で
は
な
く
、
死
後
に
焼
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
話
が
存
在
す
る

（
前
稿
「
焼
け
た
の
は
生
前
か
死
後
か
」
本
誌
第
六
十
三
巻
第
三
号
掲
載
）。
し
か
し
、『
狄
公
案
』
が
創
作
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
辛

島
説
が
正
し
い
。
時
代
文
芸
出
版
社
刊
『
武
則
天
四
大
奇
案
』「
導
読
」
に
拠
れ
ば
、『
狄
公
案
』
は
晩
清
時
期
に
成
っ
た
作
者
不
明
の
小

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て

一
三

(五
一
二
)



説
で
あ
り
、
比
較
的
早
い
刊
本
は
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
上
海
書
局
石
印
本
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
狄
公
案
』
の
「
毒
殺
さ
れ
た
妻

の
事
件
」
は
、
探
偵
小
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
探
偵
小
説
の
起
源
で
も
先
駆
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
ホ
ヴ
ェ
イ
ダ
著
書
は
「
ヴ
ァ
ン
・
グ
ー
リ
ッ
ク
は
（
中
略
）
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
（
探
偵
小
説
を
指
す
。
佐

立
注
。）
は
他
の
多
く
の
《
中シ

国ノ

産ワ

小ズ

装リ

飾
品
》
と
同
時
に
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
西
欧
へ
輸
入
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る

が
、
グ
ー
リ
ッ
ク
の
『
デ
ィ
ー
・
グ
ー
ン
・
ア
ン
』
を
見
る
限
り
、「
訳
者
の
序
文
」
で
も
「
訳
者
の
後
記
」
で
も
、
そ
の
よ
う
な
説
は

主
張
さ
れ
て
い
な
い
。

五

バ
ビ
ロ
ン
の
ダ
ニ
エ
ル
と
唐
の
李
徳
裕

『
狄
公
案
』
は
探
偵
小
説
の
起
源
で
も
先
駆
け
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
中
国
に
探
偵
小
説
の
先
駆
け
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
自
ら
が
編
集
し
た
『
探
偵
・
ミ
ス
テ
リ
ー
・
恐
怖
短
篇
小
説
傑
作
集
』（
一
九
二
八
年
刊
）
の
中
に
、『
旧

約
聖
書
外
典
』「
ダ
ニ
エ
ル
書
補
遺
」
の
「
ス
ザ
ン
ナ
」
及
び
「
ベ
ル
と
竜
」
を
探
偵
小
説
と
し
て
採
録
し
、『
傑
作
集
』
の
自
序
に

「「
ベ
ル
と
竜
」
で
は
、
物
的
証
拠
か
ら
推
理
す
る
ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
流
の
や
り
方
が
極
限
ま
で
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
ス
ザ
ン

ナ
」
に
は
、
証
人
ど
う
し
を
対
決
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
を
導
き
出
す
フ
ラ
ン
ス
流
の
や
り
方
の
先
駆
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。」
と
注
記
し
た
（
宮
脇
孝
雄
訳
ド
ロ
シ
ー
・
Ｌ
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
「
探
偵
小
説
論
」『
ピ
ー
タ
ー
卿
の
事
件
簿
Ⅱ
顔
の
な
い
男
』
所
収
、

創
元
推
理
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
。
三
一
三
頁
・
三
一
五
頁
・
三
六
九
頁
注
⚖
）。
本
稿
第
三
節
で
も
、「
ベ
ル
と
竜
」
及
び
「
ス
ザ
ン
ナ
」

が
探
偵
小
説
の
先
駆
け
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
「
ス
ザ
ン
ナ
」
の
プ
ロ
ッ
ト
、
即
ち
共
同
証
言
者
を
引
き
離
し
て
別
々
に
証
言

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
証
言
内
容
の
食
い
違
い
を
生
じ
さ
せ
、
証
言
が
偽
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
と
同

関
法

第
七
〇
巻
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三
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四
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一
)



じ
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
逸
話
が
、
十
二
世
紀
に
南
宋
の
鄭
克
が
編
集
し
た
名
裁
判
逸
話
集
『
折
獄
亀
鑑
』
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
巻
三
、
李
徳
裕
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
折
獄
亀
鑑
』
は
『
景
印
四
庫
全
書
』
所
収
本
及
び
劉
俊
文
訳
註
・
点
校
『
折
獄
亀

鑑
訳
註
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
を
見
た
。

【和
訳
】

唐
の
李
徳
裕
（
七
八
七
～
八
四
九
）
が
浙
西
観
察
使
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
甘
露
寺
の
財
産
管
理
僧
が
、
引
き
継
ぎ
を
行
う
寺

の
財
産
か
ら
、
前
任
の
財
産
管
理
僧
が
若
干
両
の
金
塊
を
着
服
し
た
、
と
訴
え
ま
し
た
。
数
人
の
歴
代
の
財
産
管
理
僧
を
連
れ
て
来
て

証
人
と
し
、
代
々
受
け
渡
さ
れ
て
き
た
財
産
目
録
を
提
出
し
ま
し
た
。
前
任
の
財
産
管
理
僧
は
金
塊
を
盗
み
取
っ
た
罪
を
認
め
ま
し
た

が
、
そ
の
金
塊
を
ど
こ
に
持
っ
て
行
っ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
裕
は
、
そ
の
僧
が
金
塊
を
盗
ん
だ
と
い
う
の
は
事
実
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
僧
は
よ
う
や
く
次
の
よ
う
に
寃
罪
を
訴
え
ま
し
た
。「
寺
に
居
る
僧
た
ち
は
、

財
産
管
理
の
役
職
に
つ
く
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
何
年
も
の
間
、
金
塊
の
重
さ
を
記
し
た
財
産
目
録
を
形
の
上
で
は
受
け
渡
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
金
塊
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
他
の
僧
た
ち
は
、
私
が
孤
立
し
て
、
仲
間
に
な
れ
親
し
ま
な
い
の
を
見
て
、
こ
の
機
会
に

乗
じ
て
私
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。」

徳
裕
は
気
の
毒
に
思
い
な
が
ら
、「
事
実
を
知
る
こ
と
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
台
の
駕
籠
を
用
意

し
て
、
歴
代
の
財
産
管
理
僧
に
命
じ
て
法
廷
に
来
さ
せ
て
、
質
問
に
答
え
さ
せ
ま
し
た
。
駕
籠
の
中
に
坐
ら
せ
て
、
駕
籠
の
扉
が
す
べ

て
壁
に
向
く
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
僧
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
黄
色
の
泥
土
を
そ
れ
ぞ
れ

に
与
え
て
、
証
拠
と
す
る
た
め
に
、
代
々
引
き
継
ぎ
を
し
て
き
た
と
い
う
金
塊
の
形
状
を
模
作
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
模
作
さ
れ

探
偵
小
説
の
中
国
起
源
説
に
つ
い
て

一
五

(五
一
〇
)



た
形
状
は
皆
、
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
誣
告
で
は
な
い
か
と
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
人
残
ら
ず
罪
を
認
め
ま
し
た
。（
原

注
。『
疑
獄
集
』
は
出
所
を
記
し
て
い
な
い
。）

【原
文
】

唐
李
徳
裕
、
鎮
浙
西
。
有
甘
露
寺
主
僧
、
訴
交
割
常
住
物
、
被
前
知
事
僧
没
金
若
干
両
。
引
前
数
輩
為
証
。
逓
相
交
付
文
籍
在
焉
。

新
受
代
者
、
已
服
盗
取
之
罪
、
未
窮
破
用
之
所
。
徳
裕
疑
其
非
実
。
僧
乃
訴
寃
曰
、
居
寺
者
楽
於
知
事
。
積
年
以
来
、
空
交
分
両
文
書
。

其
実
無
金
矣
。
衆
人
以
其
（『
隠
居
通
議
』
巻
三
十
一
所
引
は
「
某
」
に
作
る
。）
孤
立
、
不
狎
流
輩
、
欲
乗
此
擠
之
。
徳
裕
惻
然
曰
、

此
不
難
知
也
。
乃
以
兜
子
数
乗
、
命
関
連
僧
入
対
、
坐
兜
子
中
、
門
皆
向
壁
、
不
得
相
見
。
各
与
黄
泥
、
令
模
前
後
交
付
下
次
金
形
状
、

以
憑
証
拠
。
而
形
状
皆
不
同
。
於
是
、
劾
其
誣
罔
。
一
一
服
罪
。（
原
注
。
旧
不
著
出
処
。）

『
旧
唐
書
』
巻
一
七
四
、
李
徳
裕
伝
に
拠
れ
ば
、
李
徳
裕
が
「
浙
西
に
鎮
」
し
た
、
即
ち
浙
江
西
道
観
察
使
で
あ
っ
た
の
は
、
長
慶
二

年
（
八
二
二
）
九
月
か
ら
太
和
三
年
（
八
二
九
）
八
月
ま
で
、
太
和
八
年
（
八
三
四
）
九
月
か
ら
同
九
年
（
八
三
五
）
四
月
ま
で
、
開
成

元
年
（
八
三
六
）
十
一
月
か
ら
同
二
年
（
八
三
七
）
五
月
ま
で
の
三
度
で
あ
る
。
右
の
逸
話
が
ど
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
浙
西
観
察
使
の
治
所
は
潤
州
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
）
で
あ
っ
た
。

『
折
獄
亀
鑑
』
の
文
章
の
末
尾
に
「
旧
、
出
処
を
著
さ
ず
。」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、「
旧
」
は
『
疑
獄
集
』
を
指
す
か
ら
、『
折
獄
亀

鑑
』
は
こ
の
逸
話
を
『
疑
獄
集
』
か
ら
採
録
し
、『
疑
獄
集
』
は
こ
の
逸
話
の
出
所
を
記
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
疑
獄

集
』
は
、
五
代
後
晋
の
和
凝
が
編
集
し
、
そ
の
子
、
北
宋
の
和

が
増
補
し
た
名
裁
判
逸
話
集
で
あ
る
。『
疑
獄
集
』
の
原
本
は
伝
わ
っ

て
い
な
い
が
、『
疑
獄
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
逸
話
は
す
べ
て
『
折
獄
亀
鑑
』
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
（
前
稿
「
和
氏
父
子
撰
『
疑
獄
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集
』
の
整
理
」『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
五
十
一
巻
第
六
号
掲
載
）。
劉
俊
文
『
折
獄
亀
鑑
訳
註
』（
前
掲
、
一
三
一
頁
注
八
）
に
拠
れ

ば
、
こ
の
逸
話
の
出
所
は
唐
の
馮
翊
子
撰
『
桂
苑
叢
談
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
桂
苑
叢
談
』
で
は
、『
折
獄
亀
鑑
』

の
文
章
の
「
形
状
皆
不
同
（
形
状
、
皆
、
同
じ
か
ら
ず
）」
に
当
た
る
箇
所
が
「
竟
模
不
成
（
竟つ

い

に
模
し
て
成
ら
ず
）（
金
塊
の
形
状
を
模

作
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）」
と
な
っ
て
お
り
、
共
同
証
言
者
の
証
言
内
容
の
食
い
違
い
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。『
桂
苑
叢
談
』
は

『
景
印
四
庫
全
書
』
所
収
本
、『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
巻
一
七
二
所
引
文
、『
唐
語
林
校
証
』
上
（
唐
宋
史
料
筆
記

叢
刊
、
中
華
書
局
）
巻
一
所
引
文
、『
嘉
定
鎮
江
志
』（
宋
元
地
方
志
叢
書
、
大
化
書
局
）
巻
二
十
二
所
引
文
、
百
二
十
巻
本
『
説
郛
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
）
巻
二
十
六
所
引
文
を
見
た
。

『
折
獄
亀
鑑
』
に
記
さ
れ
て
い
る
李
徳
裕
の
逸
話
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
金
塊
を
盗
ん
だ
罪
を
被
告
人
が
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
金
塊
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、
す
ぐ
に
判
決
を
下
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
旧
中
国
の
裁
判
で
は
、
判
決
を
下
す

た
め
に
は
原
則
と
し
て
被
告
人
の
自
白
が
必
要
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
自
白
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
証
拠
が
な
い
の
に
自
白
だ
け
に
依

拠
し
て
判
決
を
下
す
の
は
、
裁
判
官
の
正
し
い
態
度
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
折
獄
亀
鑑
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
李
徳
裕
の
逸
話
が
「
ス
ザ
ン
ナ
」
と
同
じ
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
以
上
、「
ス
ザ
ン
ナ
」

を
探
偵
小
説
と
み
な
し
、
探
偵
小
説
の
先
駆
け
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
李
徳
裕
の
逸
話
も
探
偵
小
説
と
み
な
し
、
探
偵
小
説
の
先

駆
け
と
位
置
づ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
不
公
平
で
あ
る
。「
ス
ザ
ン
ナ
」
と
李
徳
裕
の
逸
話
と
の
間
に
連
絡
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
は
興
味
深
い
け
れ
ど
も
、
他
の
研
究
者
に
委
ね
た
い
。

李
徳
裕
の
逸
話
は
『
折
獄
亀
鑑
』
を
経
由
し
て
『
棠
陰
比
事
』
に
収
録
さ
れ
た
。『
棠
陰
比
事
』
は
十
三
世
紀
に
南
宋
の
桂
万
栄
が

『
折
獄
亀
鑑
』
の
中
か
ら
一
四
四
話
を
選
ん
で
編
集
し
た
名
裁
判
逸
話
集
で
あ
る
。『
棠
陰
比
事
』
に
は
、
李
徳
裕
の
逸
話
の
他
に
も
、
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呉
の
張
挙
が
動
物
実
験
を
行
っ
た
逸
話
等
、
探
偵
小
説
の
定
義
に
当
て
は
ま
る
逸
話
が
た
く
さ
ん
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
く
つ
か

は
小
酒
井
不
木
「
棠
陰
比
事
解
説
」（『
小
酒
井
不
木
隨
筆
評
論
選
集
』
第
四
巻
所
収
、
本
の
友
社
、
平
成
十
六
年
復
刻
版
。
初
出
は
大
正

十
三
年
か
ら
十
四
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、『
棠
陰
比
事
』
は
翻
訳
（
駒
田
信
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
一
々
紹
介
は
し
な
い
。

六

お
前
が
犯
人
だ

周
知
の
よ
う
に
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
に
は
根
本
的
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
血
痕
の
問
題
で
あ
る
。
被

害
者
の
一
人
は
、
胴
体
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
深
く
首
を
切
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
血
痕
を
た
ど
れ
ば
、
そ
の
死
体
が
ど
こ
か
ら
投
げ

落
と
さ
れ
た
の
か
、
犯
人
が
ど
こ
か
ら
逃
げ
た
の
か
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
血
の
手
型
や
足
跡
か
ら
、
犯
人
が
人

間
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
作
品
で
は
血
痕
に
つ
い
て
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
旧
中
国
の
捜
査
官
は
、
微
細
な
血
痕
も
見
逃
が
さ
な
か
っ
た
。
南
宋
の
王
明
清
が
紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
に
著
し
た
『
揮
麈

後
録
』
の
巻
七
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
揮
麈
後
録
』
は
『
叢
書
集
成
初
編
』
所
収
本
を
見
た
。

【和
訳
】

私
の
祖
父
が
安
州
応
城
県
（
現
在
の
湖
北
省
応
城
県
）
の
尉
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
あ
る
村
人
が
何
者
か
に
殺
さ
れ

ま
し
た
。
現
場
に
赴
い
て
そ
の
死
体
を
検
験
し
ま
し
た
が
、
犯
人
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
父
が
検
屍
の
様
子
を
注
視
し
て
い
る

時
、
一
人
の
弓
手
が
後
ろ
で
日
傘
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
祖
父
は
い
き
な
り
そ
の
弓
手
を
捕
縛
さ
せ
て
言
い
ま
し
た
。「
こ
の
人
を
二
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日
前
に
こ
の
場
所
に
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の
人
の
顔
に
爪
痕
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
死
体
の
手
の
爪
に
血
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
あ
な
た
が
犯
人
で
す
。」
訊
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
通
り
で
し
た
。

【原
文
】

先
祖
初
任
安
州
応
城
尉
。
有
村
民
、
為
人
所
殺
。
往
験
其
尸
、
而
未
得
賊
。
先
祖
注
観
之
次
、
有
弓
手
、
持
蓋
于
後
。
先
祖
即
令
縛

之
云
、
此
人
両
日
前
、
差
出
是
処
。
面
有
爪
痕
、
而
尸
手
爪
有
血
。
以
是
験
之
、
当
爾
。
訊
治
、
果
然
。

【訓
読
】

先
祖
、
初
め
安
州
の
応
城
の
尉
に
任
ぜ
ら
る
。
村
民
有
り
、
人
の
殺
す
と
こ
ろ
と
為
る
。
往
き
て
其
の
尸
を
験
す
。
而
れ
ど
も
未
だ

賊
を
得
ず
。
先
祖
、
注
観
す
る
の
次
、
弓
手
有
り
、
蓋
を
後
ろ
に
持
す
。
先
祖
、
た
だ
ち
に
之
れ
を
縛
せ
し
め
て
云
う
、
此
の
人
、
両

日
前
に
是
の
処
に
差
出
す
。
面
に
爪
痕
有
り
。
而
し
て
尸
手
の
爪
に
血
有
り
。
是
れ
を
以
て
之
れ
を
験
す
る
に
、
当
に
爾な

ん
じた

る
べ
し
。

と
。
訊
治
す
る
に
果
し
て
然
り
。

「
先
祖
」
と
は
、
著
者
王
明
清
の
祖
父
、
王
萃
（
莘
）
を
指
す
。
王
萃
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
第
四
節
に
書

い
た
よ
う
に
、
県
尉
は
犯
罪
者
の
逮
捕
を
掌
る
官
で
あ
り
、
弓
手
は
そ
の
手
下
で
あ
る
か
ら
、
弓
手
は
探
偵
で
あ
る
。
こ
の
殺
人
事
件
の

犯
人
は
、
探
偵
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七

名
探
偵
の
心
理

明
末
に
馮
夢
龍
が
編
集
し
た
白
話
短
篇
小
説
集
『
醒
世
恒
言
』
の
第
十
三
巻
「
勘
皮
靴
単
証
二
郎
神
」
に
つ
い
て
、
辛
島
驍
「
醒
世
恒

探
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言
（
二
）
各
巻
解
題
」（『
全
訳
中
国
文
学
大
系
』
第
一
集
第
十
一
巻
『
醒
世
恒
言
（
二
）』
所
収
、
東
洋
文
化
協
会
、
昭
和
三
十
三
年
）

は
「
犯
罪
文
学
で
あ
り
、
中
国
の
探
偵
小
説
と
し
て
も
注
意
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。（
中
略
）
怪
奇
的
な
ヴ
ェ
ー
ル
を
、
所
謂
ク
ロ
フ
ツ

型
の
探
偵
が
解
い
て
ゆ
く
と
い
う
点
で
も
、
甚
だ
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。」（「
解
題
」
の
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
皇
帝
の
一
夫
人
が
、
厳
重
に
閉
ざ
さ
れ
た
邸
で
何
者
か
と
姦
通
し
、
名
探
偵
が
、
部
屋
に
残
さ
れ
た
皮
靴

を
手
掛
か
り
に
捜
査
し
て
姦
通
犯
に
た
ど
り
つ
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
邸
に
姦
通
犯
が
妖
術
を
使
っ
て
侵
入
し
た
点
は

非
合
理
的
で
あ
る
が
、
皮
靴
を
手
掛
か
り
と
す
る
捜
査
の
仕
方
は
全
く
合
理
的
で
あ
る
。
辛
島
「
解
題
」
は
、
こ
の
小
説
は
、
南
宋
時
代

に
作
ら
れ
た
物
語
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
、
と
す
る
（
三
頁
か
ら
四
頁
）。

こ
の
小
説
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
名
探
偵
の
冉
貴
が
、
事
件
の
真
相
が
半
分
ほ
ど
わ
か
っ
た
段
階
で
、
上
司
か
ら
捜
査
の
成
果
を
問
わ

れ
て
、「
ま
だ
報
告
す
べ
き
事
柄
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
答
え
た
（
原
文
。
只
説
還
没
有
消
息
。）
こ
と
で
あ
る
。
後
世
の
探
偵
小
説
に
見

ら
れ
る
、
事
件
の
真
相
が
完
全
に
わ
か
る
ま
で
、
捜
査
の
成
果
を
誰
に
も
語
り
た
く
な
い
名
探
偵
の
心
理
が
、
こ
こ
に
早
く
も
現
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

八

落
雷
の
ト
リ
ッ
ク

短
か
す
ぎ
る
と
い
う
点
さ
え
問
題
に
し
な
け
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
逸
話
を
読
め
ば
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
よ
り
も
前
に
旧
中
国
に
探

偵
小
説
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
誰
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
清
の
紀
昀
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
五
）
が
乾
隆
五
十
四
年

（
一
七
八
九
）
に
著
し
た
『
灤
陽
消
夏
録
』
全
六
巻
は
、
刊
行
後
、
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
に
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
の
巻
一
か
ら
巻
六

ま
で
に
収
め
ら
れ
た
（
今
村
与
志
雄
「
解
説
」『
中
国
古
典
文
学
全
集
20
剪
燈
新
話
・
剪
燈
余
話
・
閲
微
草
堂
筆
記
・
子
不
語
他
』
所
収
、
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平
凡
社
、
昭
和
三
十
三
年
。
三
四
九
頁
）。
そ
の
『
灤
陽
消
夏
録
』
巻
四
、
即
ち
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
四
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
記
さ

れ
て
い
る
。『
閲
微
草
堂
筆
記
』
は
『
筆
記
小
説
大
観
』
所
収
本
を
見
た
。

【和
訳
】

雍
正
十
年
（
一
七
三
二
）
壬
子
六
月
の
こ
と
で
す
。
夜
に
激
し
い
雷
雨
が
あ
り
、
献
県
（
直
隷
河
間
府
に
属
す
る
。
現
在
の
河
北
省

献
県
。）
の
城
郭
の
西
に
住
む
一
人
の
村
人
が
雷
に
撃
た
れ
て
死
亡
し
ま
し
た
。
県
令
の
明
公
、
名
は
晟
、
が
現
場
に
赴
い
て
験
屍
を

行
い
、
遺
体
を
棺
に
納
め
さ
せ
ま
し
た
。
半
月
余
り
が
過
ぎ
て
、
明
公
は
突
然
、
一
人
の
男
を
拘
引
し
て
訊
問
し
ま
し
た
。「
あ
な
た

は
何
の
た
め
に
火
薬
を
買
っ
た
の
で
す
か
。」
男
は
「
鳥
を
取
る
た
め
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
明
公
が
詰
問
し
ま
し
た
。「
銃
で
雀

を
撃
つ
た
め
に
は
、
少
な
い
と
き
は
数
銭
（
一
銭
は
約
三
・
七
グ
ラ
ム
）
足
ら
ず
、
多
い
と
き
で
も
一
両
（
約
三
十
七
グ
ラ
ム
）
ば
か

り
あ
れ
ば
、
一
日
用
い
る
の
に
十
分
で
す
。
あ
な
た
は
ど
う
し
て
二
三
十
斤
（
一
斤
は
約
六
百
グ
ラ
ム
）
も
買
っ
た
の
で
す
か
。」
男

は
「
何
ヶ
月
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
明
公
が
さ
ら
に
詰
問
し
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
火

薬
を
買
っ
て
か
ら
、
ま
だ
一
ヶ
月
に
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
使
用
し
た
火
薬
は
、
合
計
し
て
一
二
斤
に
過
ぎ
な
い
は
ず
で
す
。
そ
の

余
り
は
今
、
ど
こ
に
貯
蔵
し
て
い
る
の
で
す
か
。」
そ
の
男
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
拷
問
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
案
の

定
、
姦
通
相
手
の
夫
を
謀
殺
し
た
事
実
を
自
白
し
ま
し
た
。
姦
通
相
手
で
あ
る
婦
人
と
と
も
に
死
刑
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
人
が
明
公
に
「
ど
う
し
て
こ
の
人
が
犯
人
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。」
と
質
問
し
ま
し
た
。
明
公
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し

た
。「
火
薬
は
数
十
斤
の
量
が
な
い
と
、
雷
に
見
せ
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
火
薬
を
調
合
す
る
に
は
必
ず
硫
黄
を
用
い
ま
す
。

今
は
ま
さ
に
夏
の
盛
り
で
す
。
年
末
年
始
に
爆
竹
を
放
つ
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
季
節
に
硫
黄
を
買
う
人
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
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ま
せ
ん
。
私
は
ひ
そ
か
に
手
下
を
市
場
に
遣
わ
し
て
、
誰
が
硫
黄
を
た
く
さ
ん
買
っ
た
か
を
調
べ
さ
せ
ま
し
た
。
す
る
と
皆
、
某
職
人

が
買
っ
た
と
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、
某
職
人
が
誰
に
火
薬
を
売
っ
た
か
を
ひ
そ
か
に
調
べ
さ
せ
ま
す
と
、
皆
、
某
人
に
売
っ
た
と
言
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
わ
か
っ
た
の
で
す
。」

さ
ら
に
、「
ど
う
し
て
雷
が
ニ
セ
物
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。」
と
質
問
し
ま
す
と
、
明
公
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。「
雷
が

人
を
撃
つ
と
き
は
、
上
か
ら
下
に
向
か
い
、
地
面
を
裂
き
ま
せ
ん
。
屋
根
を
こ
わ
す
と
き
も
上
か
ら
下
に
向
か
い
ま
す
。
今
回
の
事
件

で
は
、
苫
草
ぶ
き
の
屋
根
が
完
全
に
吹
き
飛
ん
で
お
り
、
土
炕
（
オ
ン
ド
ル
）
の
床
面
も
は
が
れ
去
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
火
が
下
か

ら
起
こ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
は
県
城
か
ら
五
六
里
（
一
里
は
約
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
離
れ
て
い
る
だ
け
で
す
か

ら
、
私
が
県
城
内
で
見
た
雷
電
と
現
場
で
見
ら
れ
た
雷
電
と
は
同
じ
も
の
で
す
。
こ
の
夜
の
雷
電
は
、
は
げ
し
く
は
あ
り
ま
し
た
が
、

す
べ
て
雲
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
こ
か
に
落
ち
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
わ
か
っ
た
の
で
す
。

事
件
当
時
、
被
害
者
の
妻
は
、
前
か
ら
里
帰
り
し
て
い
た
の
で
、
ア
リ
バ
イ
が
あ
っ
て
、
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
先
ず
こ
の
男
を
自
白
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
の
妻
を
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。」こ

の
県
知
事
は
、
明
察
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【原
文
】

雍
正
壬
子
六
月
、
夜
大
雷
雨
。
献
県
城
西
、
有
村
民
為
雷
撃
。
県
令
明
公
晟
往
験
、
飭
棺
斂
矣
。
越
半
月
餘
、
忽
拘
一
人
訊
之
曰
、

爾
買
火
薬
何
為
。
曰
、
以
取
鳥
。
詰
曰
、
以
銃
撃
雀
、
少
不
過
数
銭
、
多
至
両
許
、
足
一
日
用
矣
。
爾
買
二
三
十
斤
何
也
。
曰
、
備
多

日
之
用
。
又
詰
曰
、
爾
買
薬
未
満
一
月
、
計
所
用
不
過
一
二
斤
。
其
餘
今
貯
何
処
。
其
人
詞
窮
。
刑
鞫
之
、
果
得
因
姦
謀
殺
状
。
与
婦
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並
伏
法
。

或
問
、
何
以
知
為
此
人
。
曰
、
火
薬
非
数
十
斤
、
不
能
偽
為
雷
。
合
薬
必
以
硫
黄
。
今
方
盛
夏
、
非
年
節
放
爆
竹
時
。
買
硫
黄
者
可

数
。
吾
陰
使
人
至
市
、
察
買
硫
黄
者
誰
多
。
皆
曰
某
匠
。
又
陰
察
某
匠
売
薬
於
何
人
。
皆
曰
某
人
。
是
以
知
之
。

又
問
、
何
以
知
雷
為
偽
作
。
曰
、
雷
撃
人
、
自
上
而
下
、
不
裂
地
。
其
或
毀
屋
、
亦
自
上
而
下
。
今
苫
草
屋
樑
皆
飛
起
。
土
炕
之
面

亦
揭
去
。
知
火
従
下
起
矣
。
又
此
地
去
城
五
六
里
。
雷
電
相
同
。
是
夜
雷
電
雖
迅
烈
、
然
皆
盤
繞
雲
中
、
無
下
撃
之
状
。
是
以
知
之
。

爾
時
其
婦
先
帰
寧
、
難
以
研
問
。
故
必
先
得
是
人
、
而
後
婦
可
鞫
。

此
令
可
謂
明
察
矣
。

献
県
は
、
著
者
紀
昀
の
本
籍
地
で
あ
る
。
雍
正
十
年
は
紀
昀
が
九
歳
の
年
で
あ
る
。
県
令
の
明
晟
は
、
民
国
十
年
重
刊
『
湖
北
通
志
』

（
華
文
書
局
『
中
国
省
志
彙
編
』
所
収
）
巻
一
三
九
、
人
物
志
、
列
伝
に
拠
れ
ば
、
字
は
恕
斎
、
湖
北
省
応
山
県
の
人
。
雍
正
元
年
（
一

七
二
三
）
の
進
士
。
礼
部
主
事
、
蘇
州
知
府
等
を
歴
任
し
て
江
西
按
察
副
使
と
な
り
、
老
齢
で
致
仕
し
た
。

夫
が
殺
さ
れ
た
時
に
実
家
に
帰
っ
て
い
た
妻
が
死
刑
に
な
っ
た
の
は
、
清
律
の
刑
律
、
人
命
、
殺
死
姦
夫
条
に
「
妻
妾
、
姦
に
因
り
、

同
謀
し
て
親
夫
を
殺
死
す
る
者
は
凌
遅
処
死
。
姦
夫
は
斬
に
処
す
。
も
し
姦
夫
、
自
ら
其
の
夫
を
殺
す
者
は
、
姦
婦
、
情
を
知
ら
ず
と
雖

も
、
絞
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
清
律
で
は
、
妻
の
姦
通
相
手
が
夫
を
殺
し
た
と
き
は
、
姦
通
相
手
が
夫
を
殺
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
く
て
も
、
妻
は
絞
刑
を
科
さ
れ
、
夫
を
殺
す
相
談
を
妻
が
姦
通
相
手
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
妻
は
凌
遅
処
死
の
刑
に
処
さ
れ
る
定
め

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

右
の
逸
話
で
は
、
犯
罪
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
か
と
い
う
秘
密
を
、
裁
判
官
で
あ
る
県
令
が
完
全
に
論
理
的
に
解
い
て
い
る
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か
ら
、
こ
の
逸
話
は
裁
判
官
を
探
偵
役
と
す
る
正
真
正
銘
の
探
偵
小
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
の
逸

話
は
、
捕
物
帳
の
元
祖
で
あ
る
『
半
七
捕
物
帳
』
の
作
者
、
岡
本
綺
堂
が
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
怪
奇
小
説

集
』（
サ
イ
レ
ン
社
。『
中
国
怪
奇
小
説
集
』
光
文
社
時
代
小
説
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
に
翻
訳
し
て
収
録
し
て
い
る
。
さ
す
が
は
捕
物
帳

の
創
始
者
、
慧
眼
で
あ
る
。

九

起
源
か
先
駆
け
か

『
半
七
捕
物
帳
』
の
「
三
つ
の
声
」
に
つ
い
て
、
山
田
風
太
郎
「
半
七
捕
物
帳
を
捕
る
」（『
半
身
棺
桶
』
所
収
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇

一
七
年
。
初
出
は
一
九
五
二
年
。）
は
「
厳
密
に
い
え
ば
、
探
偵
小
説
的
に
み
て
、
水
も
た
ま
ら
ぬ
き
れ
あ
じ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
は

（『
半
七
捕
物
帳
』
の
中
で
は
。
佐
立
注
。）「
三
つ
の
声
」
た
だ
一
篇
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
翻
案
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
出

所
を
私
は
思
い
つ
か
な
い
。」（
四
一
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
三
つ
の
声
」
で
使
わ
れ
て
い
る
不
自
然
な
呼
び
か
け
の
プ
ロ
ッ
ト
を
綺

堂
が
ど
こ
か
ら
借
り
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
の
源
は
南
宋
の
施
徳
操
の
『
北
窓
炙
輠
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
逸
話
で

あ
る
（
前
稿
「
不
自
然
な
呼
び
か
け
」『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
〇
〇
六
年
第
十
一
号
掲
載
）。
先
入
観
を
持
た
ず
に
見
る
こ

と
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
、「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
よ
り
も
は
る
か
に
昔
か
ら
中
国
に
は
探
偵
小
説
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
誰
も
が
認
め
ざ

る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

残
る
問
題
は
、
中
国
の
探
偵
小
説
が
、
欧
米
の
探
偵
小
説
か
ら
見
て
、
そ
の
起
源
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
先
駆
け
に
過
ぎ
な
い
の
か
、

つ
ま
り
、
中
国
の
探
偵
小
説
と
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
と
の
間
に
連
絡
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
連
絡
が
あ
る
、

と
答
え
る
た
め
の
史
料
的
根
拠
は
ま
だ
見
つ
け
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
欧
米
と
中
国
と
の
間
で
文
化
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
十
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九
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
に
、
中
国
に
昔
か
ら
存
在
し
た
探
偵
小
説
の
影
響
を
全
く
受
け
る
こ
と
な
く
、
欧
米
で
、
偶
然
、
突
如
と
し
て
、

探
偵
小
説
が
発
明
さ
れ
た
、
と
主
張
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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